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m/n=1/1 の外部共鳴磁場摂動(RMP)を印加し

てデタッチプラズマ (DP)を生成する試みが

LHD 実験で行なわれており、プラズマ応答磁場

構造の RMP との位相差(θpl)がある閾値に到達

すると DP 状態に至ることが示されている[1]。
DP 形成時のθplは、RMP キャンセル(θpl=±π)
と増強(θpl=0)の中間に位置し、その磁気島構造

の理解のためには、RMP(RMP)とプラズマ応

答磁場(pl)を重ね合わせた実効的摂動磁場を

考慮した磁場構造の同定が必要である。実効的

摂動磁場の振幅eff と位相θeff はそれぞれ次

であらわされる。 
(1) 
 
(2) 
 

図 1 は、磁気島遷移時のプラズマ応答磁場、

実効的摂動磁場、磁気島幅の時間変化を示した

ものである。t<6.42s では、plがRMPをキャ

ンセルし、磁気島が消失しているため、θeffは

定義できない。t = 6.4 ~ 6.6sの磁気島遷移時は、

pl の減少(a)とθpl のシフト(b)が観測される。

この時、effが増加(c)し、電子温度分布から見

積もられた磁気島幅 wThが真空磁気島幅 wvacよ

りも大きくなる(e)。実効的摂動磁場から見積も

った磁気島幅wmag(f)とのよい一致を示している。

この放電における磁気島遷移時の実効的摂動

磁場構造のθeffのシフトはわずかであり(d)、磁

気島の位相変化はほぼ真空磁気島のそれと同

じで、主に磁気島幅が大きく変化していること

を示唆する。講演では、DP 形成時の磁気島構

造の振る舞いについて報告する。 
 
[1] Y. Narushima, et. al., PFR 8, 1402058 (2013)  
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図 1 磁気島遷移時の(a)プラズマ応答磁

場強度、(b)プラズマ応答磁場位相、(c)
実効的摂動磁場強度、(d)実効的摂動磁場

位相、(e)トムソン電子温度分布から見積

もった磁気島幅、(f)実効的摂動磁場強度

から見積もった磁気島幅の時間変化 
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